

















ユリノキのことを英語では、 Tulip tre といい
ます。植物の名前には、「俗名（ぞくめい）」・「和名
（わめい）」 ・「学名（がくめい）」の三つがあります。








前は和名も学名も英語名もユ ・リ・ノ ・キである・① ！ 
/ 
わけです。
さて、ユリノキの原産地は北アメリカで、日本
には自然の状態では生えません。つまり、わたし
たちが目にするのは全部植えられたものです。と
すると、日本で使われているユリノキという和名
は、日本で考え出されたものではないということ
になります。おそらく、学名のリリオ・デンドロ
ンを訳したものだと考えられます。一方のハンテ
ンポクという別名は、はんてんという着物が日本
だけのものですから、こちらは日本のオリジナル
名ということになります。
ユリノキの花は、 5 月の初め頃に咲きます。で
も、どの木にも花が咲くわけではないようです。
花をつける木は、たいてい葉っぱをたくさんつけ
ています。毎年枝をきれいに刈られる木にはめっ
たに花が咲きません。これは花を咲かすためのエ
ネルギーの祉がちがうためです。植物は、葉で養
分を作りますが、葉が少なくなってしまうと栄養
不足になってしまいます。植物には、養分が足り
ないと花をつけなくなるものと、養分が足りない
分だけ体の成長を少なくして、少ないながらも花
を咲かせるものとがあります。ユリノキのように
日あたりを好む木は、花をつけなくなる方です。
ユリノキの名前の由来となった花を見るには、
あまり刈り込みのされてない街路樹をさがすとい
いですね。 （おおた みちひと）植物担当
